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慈
円
に
は
西
山
隠
棲
期
に
詠
ま
れ
た
「
厭
離
欣
求
百
首
」「
略
秘
贈
答
和
謌
百
首
」

と
い
う
作
品
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
平
成
二
九
年
度
和
歌
文
学
会
六
月
例
会
で

口
頭
発
表
し
た
「
慈
円
の
『
二
諦
一
如
』
に
つ
い
て
の
考
察
」
で
取
り
扱
っ
た
の
で（1
）、

本
稿
は
「
略
秘
贈
答
和
謌
百
首
」
と
い
う
作
品
を
取
り
扱
い
た
い
。

　

青
蓮
院
本
に
拠
れ
ば
、
そ
の
内
題
の
下
に
「
本
ニ
ハ
二
首
ツ
ヽ
載
之
、
其
間
哥
一

首
斗
程
闕
在
之
」
の
注
記
が
あ
り
、
本
百
首
の
呼
称
が
贈
答
歌
形
態
（
二
首
一
対
）

に
由
来
す
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。「
略
秘
」
と
は
浅
略
深
秘
の
約
で
あ
り
、
相
反
す

る
二
つ
の
概
念
を
対
照
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
の
下
に
「
贈
答
和
謌
」
と
い
う
形
態
を

取
っ
た
こ
と
が
想
像
出
来
る
。
前
稿
（
2
）で
は
、
建
暦
三
年
『
日
吉
百
首
』
と
の
間
に

一
七
首
も
の
重
複
歌
が
あ
る
こ
と
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
正
月
十
六
日
の
天
台

座
主
第
三
度
目
の
就
任
を
詠
じ
た
歌
「
逢あ

ひ
が
た
き
法の
り

に
近あ
ふ
み江
の
山
高た
か

み
三
た
び
来き

に
け
る
身
を
い
か
に
せ
ん
」（
三
六
七
九
・
日
吉
百
首
二
二
八
七
）
が
そ
の
重
複
歌
中

に
見
出
せ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
略
秘
贈
答
和
謌
百
首
」
か
ら
「
日
吉
百
首
」
と
い
う

進
展
過
程
を
解
明
し
、
西
山
隠
棲
後
の
作
品
と
し
て
の
位
置
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
深
く
踏
み
込
め
な
か
っ
た
の
で
、「
略

秘
贈
答
和
謌
百
首
」（
以
下
、
本
百
首
と
呼
称
）
を 

検
討
し
た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
天
台
教
学
、
二
諦
一
如
、
西
山
隠
棲
期
、
厭
離
欣
求
百
首
、
安
然

　
　
　

一　

略
秘
贈
答
和
謌
百
首
と
日
吉
百
首

　

本
百
首
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
二
首
一
対
形
態
」
の
歌
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。（
本
文
・
歌
番
号
も
青
蓮
院
本
を
底
本
と
す
る
多
賀
宗
隼
編
『
校
本
拾

玉
集
』
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。
適
宜
漢
字
を
宛
て
、
そ
の
場
合
は
底
本
を
振

り
仮
名
と
し
た
。
濁
点
も
稿
者
の
私
意
。
以
下
同
様
）

　
　

三
悪
の
家
に
は
何な
に

か
帰か
へ

る
べ
き
出い

で
に
し
物
を
五
相
成
身
（
三
六
四
〇
）

　
　
（
第
三
句
「
本
ニ
か
く
る
へ
き
ト
ア
リ
、
帰
る
へ
き
歟
」
の
校
異
。）

　
　

か
な
ら
ず
よ
夜
半は

の
煙
と
身
を
ば
な
せ
以
字
焼
字
の
法
の
報む
く

いひ

に

（
三
六
四
一
）

　
　
（
下
部
に
「
以
之
為
遺
戒
」
注
記
）

　
　

行を
こ
なふ
に
真
の
言
を
な
ら
は
ず
は
心
に
月
の
宿や
ど

ら
ざ
ら
ま
し
（
三
五
九
九
）

　

三
六
四
〇
番
の
「
三
悪
の
家
」
と
は
仏
教
語
「
三
悪
道
」
の
こ
と
で
「
さ

ん
ま
く
」
と
も
言
い
、
此
の
世
で
の
悪
業
に
よ
り
来
世
で
落
ち
る
地
獄
道
・

餓
鬼
道
・
畜
生
道
を
指
す
。「
五
相
成
身
」
は
金
剛
界
の
大
日
如
来
に
対
す
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る
行
者
の
精
神
作
用
の
五
段
階
の
観
想
（
五
相
）
を
完
成
さ
せ
て
、
即
身
成
仏
を

達
成
す
る
こ
と
。
三
悪
道
に
は
ど
う
し
て
帰
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
、
出
家
し
た

か
ら
に
は
五
相
成
身
（
即
身
成
仏
）
を
目
指
す
べ
き
だ
の
意
。

　

三
六
四
一
番
歌
の
「
夜
半
の
煙
」
は
荼
毘
に
付
す
煙
の
こ
と
で
、「
旅
の
空
夜

半
の
け
ぶ
り
と
上
り
な
ば
海
人
の
藻
塩
火
た
く
か
と
や
見
ん
」（
後
拾
遺
・
羇
旅

五
〇
三　

花
山
院
）
な
ど
に
拠
る
。「
以
字
焼
字
」
は
胎
蔵
界
の
五
輪
成
身
観
に

よ
る
も
の
で
、
本
有
の
仏
性
を
顕
現
せ
し
む
る
こ
と
。
必
ず
我
が
身
を
夜
半
の
煙

と
成
す
の
だ
、
五
輪
成
身
の
法
の
果
報
で
の
意
。

　

こ
の
五
相
成
身
観
と
五
輪
成
身
観
、お
よ
び
三
五
九
九
番
歌
「
真
の
言
（「
真
言
」

の
訓
読
）」
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
日
吉
百
首
」
で
は
次
の
よ
う
な
重
複
歌
が
対
応
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　
　

今
は
世
も
迷
も
捨
て
六
の
道
に
帰か
へ

ら
じ
物
を
五
相
成
身
（
二
二
八
四
）

　
　
（「
世
も
迷
も
捨
て
」
に
見
せ
消
ち
で
「
よ
も
ま
と
ひ
す
て
ゝ
し
」
の
校
異
）

　
　

か
な
ら
ず
よ
夜
半は

の
煙
と
身
を
ば
な
せ
以
字
焼
字
の
法
の
む
く
いひ

に

（
二
二
八
五
）

　

二
二
八
五
番
歌
に
は
異
同
は
無
い
が
、
二
二
八
四
番
歌
は
、
今
は
よ
も
や
世
も

迷
妄
も
捨
て
て
六
道
に
帰
る
ま
い
と
思
う
の
に
、
そ
う
思
う
な
ら
五
相
成
身
を
目

指
そ
う
の
意
。
異
文「
よ
も
ま
と
ひ
す
て
ゝ
し（
世
も
惑
ひ
も
捨
て
ゝ
し
）」で
は
、

此
の
世
も
心
の
乱
れ
も
捨
て
て
し
ま
っ
て
の
意
と
な
る
。

　

な
お
、「
日
吉
百
首
」
に
は
前
掲
二
二
八
七
番
歌
「
逢
ひ
が
た
き
」
の
他
に
、

次
の
二
首
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

思お
も

は
ざ
り
き
命
な
が
ら
の
山
に
ま
た
た
び
〳
〵
法
の
花
を
見み

ん
と
は

（
二
二
一
七
）

　
　

三
度た
び

来き

て
又
帰か
へ

り
ぬ
る
深み

山
辺べ

の
露
に
し
をほ

る
ゝ
身
を
い
か
に
せ
ん

（
二
三
〇
四
）

　

二
二
一
七
番
歌
「
思
は
ざ
り
き
」
の
「
な
が
ら
の
山
」
は
「（
命
）
な
が
ら
」

と
近
江
の
歌
枕
「
長
等
山
」
を
掛
け
る
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
だ
、
命
そ

の
ま
ま
に
長
等
山
を
越
え
て
ま
た
何
度
も
天
台
座
主
と
な
り
仏
法
の
花
を
見
よ
う

と
は
の
意
。

　

二
三
〇
四
番
歌
は
深
山
の
露
に
濡
れ
て
し
ま
っ
た
我
が
身
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
の
意
。
此
の
歌
を
辞
任
後
の
詠
と
看
做
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、「
日
吉

百
首
」
跋
文
の
校
異
（
見
せ
消
ち
）「
建
暦
二
年
壬
申
秋
九
月
草
之　

本
」
の
底

本
表
記
「
建
暦
三
年
癸
酉
待
三
春
記
一
篇
而
已
」（
清
書
本
）
の
内
容
を
示
し
て

お
り
、
天
台
座
主
第
三
度
め
の
就
任
の
翌
年
建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
正
月
十
一

日
辞
去
以
降
の
歌
を
詠
じ
て
い
る
か
ら
、
清
書
本
「
日
吉
百
首
」
の
上
限
を
示
す

も
の
と
言
え
る
。

　
　
　

二　
「
浅
略
深
秘
」
と
い
う
文
言

　

次
に
「
浅
略
深
秘
（
せ
ん
り
ゃ
く
じ
ん
ぴ
）」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
、
慈
円

の
著
述
『
續
天
台
宗
全
書
』（
密
教
３
）
か
ら
拾
っ
て
み
た
い
。
校
訂
者
三
﨑
良

周
な
ど
天
台
宗
典
編
纂
所
関
係
者
に
依
る
送
り
仮
名
と
訓
点
を
活
か
し
な
が
ら
、
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私
に
読
み
下
す
こ
と
に
す
る
。
略
秘
贈
答
と
は
浅
略
深
秘
の
約
で
あ
り
、
通
り
一

遍
の
浅
く
簡
略
な
こ
と
と
、
深
遠
な
秘
密
の
教
え
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
対
照
さ

せ
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、「
贈
答
和
歌
」
と
い
う
形
態
を
取
っ
た
も
の
と

前
述
し
た
が
、
本
来
は
慈
円
の
著
述
中
に
見
え
る
「
四
重
秘
釋
」、
す
な
わ
ち
浅

略
釋
（
表
面
的
な
解
釈
）・
深
秘
釋
（
深
い
趣
旨
を
見
出
す
解
釈
）・
秘
中
の
深
秘

釋
（
表
面
的
と
深
遠
と
の
両
方
を
超
え
た
解
釈
）・
秘
秘
中
の
深
秘
釋
（
現
象
の

ほ
か
に
深
遠
な
も
の
は
な
い
と
悟
る
解
釈
）
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。

①
『
秘
相
承
集
（
ひ
そ
う
じ
ょ
う
し
ゅ
う
）』

　

＊
そ
の
時
盧
舎
那
仏
、
蓮
華
蔵
世
界
に
在ま
し
まし
て
、
千
萬
億
の
化
身
の
釈
迦
牟
尼

仏
の
與た
め

に
、
心
地
尸
羅
淨
行
品
を
説
き
た
ま
ふ
、
菩
薩
法
を
教
え
菩
提
道
を
証
る
。

此
の
初
段
は
自
証
心
地
の
戒
法
秘
密
を
説
く
也
。
而
し
て
浅
略
深
秘
二
義
こ
れ
在

り
。
浅
略
は
文
相
の
如
し
、
梵
網
心
地
戒
品
の
意
こ
れ
在
り
。
深
秘
は
金
剛
界
頂

宗
秘
密
の
心
地
戒
品
を
三
密
義
（
密
教
で
い
う
身
・
口
・
意
の
三
業
。
大
日
如
来

の
悟
り
の
境
地
。
仏
の
身
体
と
言
語
と
心
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
行
為
は
、
凡
慮
の

お
よ
ば
ぬ
不
思
議
な
働
き
で
あ
る
か
ら
、
三
密
で
あ
る
と
す
る
）
に
依
っ
て
或
は

こ
れ
を
説
く
。
義
決
文
そ
の
意
分
明
也
。

　
『
秘
相
承
集（

3
）』

の
「
相
承
」
と
は
、
仏
の
悟
り
の
本
質
を
師
か
ら
弟
子
へ
と
受

け
継
ぐ
こ
と
。

　
「
心
地
尸
羅
浄
行
品
を
説
き
、
菩
薩
法
を
教
へ
、
菩
提
道
を
証
る
」
と
い
う
経

文
を
例
と
し
て
、
自
証
心
心
地
の
戒
法
秘
密
を
説
く
。
浅
略
深
秘
の
二
義
あ
る
と

し
た
上
で
、
浅
略
は
経
文
の
通
り
で
梵
網
心
地
戒
品
の
意
が
あ
る
と
す
る
。
深
秘

は
金
剛
頂
宗
秘
密
の
心
地
戒
品
を
三
密
義
（
密
教
で
い
う
身
・
口
・
意
の
三
業
。

大
日
如
来
の
悟
り
の
境
地
。仏
の
身
体
と
言
語
と
心
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
行
為
は
、

凡
慮
の
お
よ
ば
ぬ
不
思
議
な
働
き
で
あ
る
か
ら
、
三
密
で
あ
る
と
す
る
）
に
依
っ

て
説
い
て
い
る
。

②
『
毘
逝　

別
（
下
）』（
表
紙
に
「
極
深
極
秘
ゝ（
極
）ゝ（
深
）ゝ（
極
）ゝ（
秘
）」

　

＊
此
の
次
聊
か
開
悟
の
事
を
記
す
べ
し
。
一
切
諸
人
阿
弥
陀
を
以
て
後
世
菩
提

之
本
尊
と
為
す
。
諸
教
讃
ず
る
所
多
く
弥
陀
に
在
り
。
故
に
西
方
を
以
て
一
准
と

為
す
と
し
か
じ
か
。
是
は
或
は
四
十
八
願
（
阿
弥
陀
仏
が
過
去
世
に
法
蔵
菩
薩
で

あ
っ
た
時
に
立
て
た
願
の
こ
と
）
荘
厳
浄
土
之
心
、
最
後
の
来
迎
十
念
（
十
た
び

仏
を
念
ず
る
こ
と
）
具
足
（
出
家
者
の
守
る
戒
め
）
之
義
、
あ
る
は
法
蔵
菩
薩
の

無
上
念
王
な
ど
の
本
願
な
ど
、
か
く
の
如
き
事
を
以
て
基
本
と
為
す
か
。
誠
に
以

て
浅
略
也
。
真
言
の
行
は
尤
も
深
秘
之
心
を
悟
る
べ
き
也
。
今
阿
弥
陀
を
以
て
無

量
寿
と
翻
る
。
今
の
延
命
常
住
之
義
尤
も
符
合
す
べ
し
。
報
仏
之
智
恵
、
虚
空
之

月
輪
、
蓮
花
部
教
主
、
成
菩
提
之
西
方
、
妙
観
察
智
之
心
、
声
塵
得
果
之
国
、
凡

そ
此
の
土
に
あ
ら
ざ
る
は
、
凡
夫
初
心
之
行
は
何
の
浄
土
を
欣
求
す
る
や
と
。
愚

者
は
浅
略
の
義
を
信
じ
、
何
ぞ
況
ん
や
覚
者
は
深
秘
の
旨
を
悟
ら
ん
や
と
。
此
の

国
の
先
に
生
ま
る
る
の
後
に
、
寂
光
海
會
（
常
寂
光
土
に
住
む
無
量
の
大
衆
の
こ

と
。
寂
は
真
理
の
寂
静
な
る
こ
と
を
い
う
。
光
は
真
智
の
光
り
照
ら
す
こ
と
。
す

な
わ
ち
理
智
の
二
徳
）
に
傳
入
す
べ
き
也
。
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『
毘
逝　

別（
4
）』

は
、
毘
逝
（
び
せ
い
）
な
る
書
と
区
別
す
る
た
め
に
「
別
」
と

さ
れ
た
も
の
。
四
十
八
願
は
、
荘
厳
浄
土
之
心
、
最
後
の
来
迎
十
念
、
具
足
之
義
、

あ
る
は
法
蔵
菩
薩
の
本
願
な
ど
を
基
本
と
に
し
て
誠
に
浅
略
で
あ
る
と
す
る
。
真

言
の
行
は
尤
も
深
秘
の
心
を
悟
る
べ
き
な
り
と
す
る
。
傍
線
を
引
い
た
愚
者
は
浅

略
の
義
を
信
じ
、
何
ぞ
況
ん
や
覚
者
は
深
秘
の
旨
を
悟
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と

す
る
。

③
『
法
華　

別
帖
』（
表
紙
「
秘
秘
中
深
秘
也
、
穴
賢
穴
賢
不
可
他
見
」）

　

＊
懺
法
院
を
建
立
の
後
に
、
毎
年
勤
と
為
し
て
如
法
七
ヶ
日
夜
法
花
法
を
修
せ

し
め
ん
と
欲
す
。
仍
元
久
二
年
十
二
月
八
日
之
を
始
め
了
り
ぬ
。
件
の
法
上
中
下

の
番
三
十
人
之
中
、
密
宗
之
人
高
位
之
輩
、
替
替
て
大
壇
護
摩
壇
等
を
修
め
、
顕

宗
人
不
断
経
衆
と
為
す
。
予
開
白
す
。
此
の
時
此
の
法
を
深
く
思
惟
す
る
の
間
、

日
来
安
立
之
上
、
行
法
護
摩
等
行
用
大
略
開
悟
了
り
ぬ
。
凡
そ
大
略
四
種
之
釋
の

中
、浅
略
深
秘
に
於
い
て
は
、常
に
知
る
所
之
分
際
皆
浅
深
有
る
也
。
今
稟
承
（
伝

統
的
な
方
法
）
の
上
に
私
案
を
加
え
深
く
勤
行
す
。
右
記
す
所
は
秘
中
深
秘
也
。

其
の
旨
右
の
如
く
相
違
す
べ
か
ら
ず
。
今
ま
た
開
悟
に
依
っ
て
左
に
記
す
所
は
秘

中
深
秘
也
。
恐
れ
と
為
す
、
恐
れ
と
為
す
。

　
『
法
華　

別
帖（

5
）』

は
、
慈
円
の
長
年
に
わ
た
る
法
花
研
究
の
成
果
で
、
長
い
期

間
の
書
き
継
ぎ
。
大
懺
法
院
に
お
け
る
法
花
法
に
於
い
て
、
密
教
の
弟
子
に
護
摩

を
修
せ
し
め
、
顕
教
の
弟
子
に
不
断
読
経
衆
に
あ
て
て
い
る
。
ま
た
先
述
の
「
四

重
秘
釋
」
を
紹
介
し
て
、
稟
承
の
法
に
私
案
を
加
え
て
、
秘
秘
中
の
深
秘
の
法
を

行
ず
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

④
『
四
帖
秘
決
』
四
帖
秘
決
篇
目　

私　
　

鎮
和
尚
御
口
伝　

慈
賢
筆　

篇
目
道

覚
親
王
真
蹟
也

　

＊
一
・
一
六
二
「
法
花
法
事
」

　

仰
せ
て
云
く
。
此
の
法
は
諸
法
の
義
理
を
含
用
せ
り
。
先
行
法
は
三
部
の
大
法

（
大
日
経
・
金
剛
頂
経
・
蘇
悉
地
経
）
を
合
せ
り
。
本
尊
は
三
身
即
一
仏
也
。
三

身
は
ま
た
三
宝
也
。
仏
法
僧
次
の
如
し
。
ま
た
教
主
釈
尊
は
是
仏
法
也
。
妙
経
と

普
賢
と
は
是
法
僧
也
。
但
し
法
宝
は
言
説
な
る
が
故
に
無
體
相
に
似
た
り
。
然
れ

ど
も
今
普
賢
菩
薩
即
理
の
辺
に
約
す
れ
ば
、
法
花
の
體
質
是
法
宝
の
す
が
た
也
。

事
に
約
す
れ
ば
ま
た
是
僧
宝
也
。

　

護
摩
本
尊
段
、
三
身
三
戒
等
を
誦
て
、
釈
迦
普
賢
を
並
請
す
る
。
是
則
三
身
を

一
身
に
具
し
、
三
宝
を
一
法
に
収
む
。
妙
経
の
法
宝
の
因
果
の
二
の
質
也
。
今
の

真
言
の
中
具
に
一
乗
の
妙
理
を
備
え
、
故
に
八
軸
の
妙
文
を
縮
め
て
三
身
の
真
言

を
用
い
る
。
是
此
の
真
言
を
誦
て
此
の
尊
を
供
す
る
は
法
花
経
を
誦
て
法
花
経
を

供
す
る
也
。
勧
請
の
詞
に
も
此
の
事
を
ば
、
本
尊
釈
迦
尊
、
妙
法
花
華
経
、
普
賢

大
聖
尊
と
請
ず
べ
き
也
。
も
し
此
の
心
に
依
ら
ば
、爐
中
に
釈
迦
普
賢
座
を
並
て
、

其
の
前
に
経
巻
を
安
ず
と
観
る
べ
き
か
。
而
し
て
一
の
師
説
に
黄
紙
朱
軸
の
経
と

し
か
じ
か　

是
浅
略
の
義
也

　

次
に
深
秘
の
意
を
案
る
に
、
勧
請
の
詞
に
は
妙
法
蓮
花
経
と
唱
ふ
と
も
、
た
だ

二
尊
外
に
別
し
て
経
の
體
観
置
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
今
二
尊
已
に
本
迹
二
門
（
本

門
と
は
、
真
の
仏
は
久
遠
の
昔
に
成
道
し
た
も
の
と
し
て
、
仏
の
本
地
・
根
源
を
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表
す
語
で
、
迹
門
と
は
、
こ
の
世
に
現
れ
た
仏
は
、
本
仏
画
衆
生
を
導
く
た
め
に

本
地
か
ら
迹
を
垂
れ
た
も
の
と
し
て
、
本
仏
の
応
現
・
垂
迹
を
示
す
面
を
い
う
）

二
質
也
。
今
の
真
言
ま
た
八
軸
の
肝
心
也
。
こ
れ
に
依
っ
て
此
の
真
言
を
誦
す
る

妙
経
の
功
徳
自
ら
備
は
り
。こ
の
尊
を
供
す
る
法
花
経
の
義
理
闕
け
る
こ
と
無
し
。

是
深
く
秘
義
と
為
す
べ
き
か
。

　
『
四
帖
秘
決（

6
）』

は
慈
円
の
口
伝
五
百
六
十
箇
条
を
篇
目
ご
と
に
記
載
し
た
も
の

で
、
こ
の
篇
目
は
後
鳥
羽
院
皇
子
の
道
覚
親
王
宸
筆
。「
法
花
法
事
」
と
し
て
、

真
言
の
中
具
（
つ
ぶ
さ
）
に
一
乗
の
妙
理
を
備
え
、
故
に
八
軸
の
妙
文
を
縮
め
て

三
身
（
仏
の
三
つ
の
身
体
。
法
身
・
報
身
・
応
身
）
の
真
言
を
用
い
る
。
是
真
言

を
誦
じ
て
法
花
経
を
供
す
る
は
浅
略
の
義
な
り
と
断
じ
る
。
次
に
深
秘
の
意
を
案

ず
る
に
、
今
の
真
言
ま
た
八
軸
の
肝
心
な
り
と
し
、
そ
の
真
言
を
誦
す
る
こ
と
に

よ
り
、
妙
経
の
功
徳
自
ら
備
わ
る
。
釈
迦
普
賢
菩
薩
の
二
尊
を
供
す
る
に
、
法
花

経
の
義
理
闕
け
る
こ
と
無
く
、
深
秘
の
義
と
為
す
べ
き
か
と
結
ぶ
。

⑤
同　

右

　

＊
三
・
四
七
「
熾
盛
光
印
事
」

　

承
元
二
年
三
月
二
十
九
日
仰
せ
て
云
く
。
真
言
教
の
大
意
、
諸
尊
皆
大
日
如
来

同
體
也
と
い
ふ
事
は
、
学
者
存
知
大
略
一
同
也
。
但
し
具
こ
れ
を
論
ず
る
は
、
こ

れ
に
付
て
浅
深
有
る
べ
き
也
。
所
謂
金
輪
・
仏
眼
・
尊
勝
・
愛
染
・
熾
盛
光
等
は

是
深
也
。
観
音
・
地
蔵
・
彌
勒
等
の
如
き
は
浅
也
。
此
の
心
を
以
て
餘
尊
を
察
す

る
べ
し
。
ま
た
行
法
に
付
て
浅
深
有
る
べ
し
。
所
謂
瑜
祇
経
の
行
法
は
是
深
也
。

此
に
入
ら
ざ
る
は
浅
也
。
其
の
浅
の
手
本
に
は
聖
観
音
の
軌
也
。
そ
の
故
は
大
日

の
一
印
を
出
づ
。
こ
れ
を
以
て
同
體
を
表
す
。
然
れ
ど
も
ま
た
行
法
の
首
尾
未
だ

必
ず
し
も
深
秘
を
出
で
ざ
る
。
瑜
祇
経
に
於
い
て
は
始
終
秘
旨
を
顕
す
。
大
日
如

来
の
己
証
也
。
然
ら
ば
書
を
以
て
本
と
為
し
て
修
行
の
分
際
浅
深
分
明
也
。・
・

瑜
祇
を
以
て
本
と
為
す
と
い
ふ
は
行
位
等
の
印
を
も
結
び
、
五
輪
五
相
等
を
も
彼

の
秘
秘
中
深
秘
の
行
法
等
也
。
此
等
の
心
を
以
て
熾
盛
光
の
根
本
印
の
所
に
は
上

件
の
深
秘
の
意
を
結
び
あ
ら
は
す
也
と
し
か
じ
か
。・
・
是
は
大
日
如
来
仏
頂
と

現
し
給
心
也
。
釈
迦
大
日
両
金
輪
同
體
の
義
也

　

⑤
も
同
じ
く
『
四
帖
秘
決
』
だ
が
、「
熾
盛
光
印
事
」
に
真
言
教
の
大
意
と
し
て
、

諸
尊
皆
大
日
如
来
同
體
な
り
と
す
る
。
そ
し
て
金
輪
・
仏
眼
（
ぶ
つ
げ
ん
）・
尊
勝
・

愛
染
・
熾
盛
光
等
は
深
也
と
し
、
観
音
・
地
蔵
・
彌
勒
は
浅
也
と
す
る
。
さ
ら
に

そ
の
行
法
に
も
浅
深
あ
り
と
し
た
上
で
、
瑜
祇
経
（
ゆ
ぎ
き
ょ
う
：
ヨ
ー
ガ
を
行

ず
る
人
）
の
行
法
は
深
也
と
結
ぶ
。
瑜
祇
経
を
以
て
本
と
為
す
と
い
ふ
は
、
行
位

等
の
印
を
も
結
び
、五
輪
五
相
等
を
も
加
ふ
る
は
彼
の
秘
秘
中
深
秘
の
行
法
等
也
。

此
ら
の
心
を
以
て
熾
盛
光
の
根
本
印
の
所
に
は
上
件
の
深
秘
の
意
を
結
び
あ
ら
は

す
也
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
跋
文
に
「
文
治
六
年
十
一
月
」
と
あ
る
『
自
行
私
記
』（
和
尚
次
第
、

外
題
云
「
八
深
秘（

7
）」）

や
、
逆
に
「
承
久
元
年
」
執
筆
と
さ
れ
る
『
本
尊
縁
起（

8
）』

に
も
「
浅
略
・
深
秘
・
秘
中
深
秘
、
秘
々
中
深
秘
」
と
見
え
る
の
で
、
生
涯
を
通

し
て
叡
山
教
学
に
お
け
る
修
法
・
内
典
な
ど
を
四
種
に
分
類
し
て
呼
ん
で
い
る
こ
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と
は
疑
い
な
い
が
、
西
山
隠
棲
期
に
集
中
す
る
著
述
に
頻
出
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

三　

五
大
院
安
然

　

と
こ
ろ
で
浅
略
深
秘
と
い
う
文
言
を
博
捜
す
る
た
め
に
、『
續
天
台
宗
全
書
（
密

教
３
）』
を
読
ん
で
い
る
と
、
五
大
院
安
然
と
い
う
僧
侶
の
名
前
が
頻
出
す
る
こ

と
に
気
付
く
。
実
は
安
然
は
慈
円
の
師
資
筋
に
あ
た
る
が
、
彼
の
思
想
内
容
を
簡

略
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
要
点
だ
け
を
拾
っ
て
み
た
い
。

①
『
秘
相
承
集
』

　

＊
今
ノ
経
の
題
名
、
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
は
、
絶
方
処
の
中
台
法
界
體
性
智

所
具
の
五
體
（
仏
の
五
種
の
智
恵
）
一
體
の
大
日
也
。
故
に
此
の
経
の
正
説
段
清

浄
法
界
の
中
の
教
主
は
、
中
台
一
智
の
説
法
也
。
大
日
経
等
は
、
内
証
五
智
一
體

一
智
の
説
法
也
。
常
世
間
の
學
者
等
、
自
性
（
そ
れ
自
体
の
定
ま
っ
た
本
質
）
内

証
（
内
心
の
悟
り
）
の
分
別
こ
れ
無
し
。
唯
だ
八
葉
を
中
台
と
一
具
に
自
性
と
思

へ
る
無
下
の
事
也
。
内
証
八
葉
の
五
智
は
中
台
自
性
の
五
智
に
他
受
用
（
衆
生
に

悟
り
を
享
受
さ
せ
よ
う
と
い
う
仏
の
側
面
）
と
成
る
也
。
餘
教
に
無
く
は
自
受
用

（
じ
じ
ゅ
ゆ
う
：
功
徳
・
利
益
を
自
ら
受
用
し
、
そ
の
楽
し
み
を
自
ら
味
わ
う
こ
と
）

也
。
此
の
内
証
八
葉
の
自
受
用
色
界
頂
に
出
づ
。
形
貌
他
受
用
の
形
相
。
故
に
五

大
院
、
大
日
経
教
主
他
受
用
に
現
わ
れ
、
自
受
用
法
門
を
説
き
釋
す
る
也
。
凡
そ

今
の
経
は
瑜
祇
経
等
を
超
ゆ
る
也
。
瑜
祇
は
秘
密
教
の
中
の
相
対
門
の
至
極
を
説

く
。
其
の
故
は
両
部
を
理
智
相
対
也
。
而
し
て
瑜
祇
経
は
理
智
相
対
し
て
而
不
二

極
理
を
説
く
。
故
に
煩
悩
即
菩
提
。
無
明
即
法
性
の
源
奥
。
即
時
而
真
極
秘
。
唯

だ
瑜
祇
経
に
在
り
。
愛
染
染
愛
の
秘
密
、
仏
眼
部
母
極
理
、
煩
悩
即
菩
提
・
菩
提

即
煩
悩
。
無
明
即
法
性
・
法
性
即
無
明
の
至
極
。
併
せ
て
秘
密
相
対
門
意
也
。
而

し
て
秘
密
相
対
門
に
於
い
て
、
末
代
真
言
行
者
多
く
留
滞
有
る
べ
し
。
故
に
今
の

経
に
秘
密
絶
対
を
説
く
。
彼
経
の
秘
密
相
対
を
絶
ゆ
る
也
。
所
謂
此
の
経
五
大
菩

薩
偈
を
説
き
て
云
ふ

　

①
瑜
祇
経
は
、
理
智
相
対
し
て
不
二
極
理
を
説
く
の
で
、
煩
悩
即
菩
提
で
あ
る
。

無
明
（
煩
悩
の
こ
と
）
は
法
性
の
源
奥
に
あ
り
、
真
に
極
秘
で
あ
る
。
そ
れ
に
基

づ
い
て
、
瑜
祇
経
に
、
愛
染
染
愛
の
秘
密
、
仏
眼
部
母
極
理
と
あ
り
、
煩
悩
即
菩

提
・
菩
提
即
煩
悩
。
無
明
即
法
性
・
法
性
即
無
明
の
至
極
な
り
と
す
る
。

②
『
別
行
経
抄
上
』

　

＊
問
ふ
。
密
教
の
大
旨
大
日
の
定
印
。
其
の
説
文
右
を
以
て
左
の
上
に
置
き
、

而
し
て
今
何
ぞ
常
途
の
密
教
之
義
に
違
ひ
す
る
や
。
邪
を
以
て
正
を
押
す
の
意
甚

だ
不
可
也
。
如
何
。

　

答
へ
。
問
ふ
、
五
大
院
和
尚
、
陳
隋
の
時
、
真
言
未
だ
来
ら
ざ
る
と
雖
も
、
此

の
疑
を
決
し
て
云
ふ
。
天
台
大
師
定
印
口
決
に
云
ふ
（
安
然
記
す
）
師
云
く
、
陳

隋
の
時
真
言
未
だ
来
ら
ざ
る
と
雖
も
、
大
師
手
印
の
義
を
悟
る
。
凡
情
を
以
て
こ

れ
を
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
所
以
に
左
右
を
邪
正
と
云
ふ
時
、
尤
も
此
の
難
有
り
。
今

は
爾し

か

の
み
な
ら
ず
。
左
を
止
と
云
ひ
、右
を
観
と
云
付
。
印
は
定
慧
寂
照
の
義
也
。

313



石川：慈円「略秘贈答和謌百首」考7

−　 −

故
に
定
静
を
以
て
慧
の
覚
観
を
押
止
す
る
也
。
無
作
の
定
に
依
っ
て
施
陀
羅
尼
を

得
ル
る
。
明
了
の
智
印
相
を
誤
る
文　

此
の
定
印
の
義
尤
も
今
の
心
地
神
呪
の
印

に
相
合
す
る
也
。
一
切
念
等
と
断
ず
る
は
慧
即
照
也
。
一
切
諸
縁
等
を
断
ず
る
は

定
即
寂
也
。
是
即
慧
の
定
を
説
く
義
也
。

　

②
は
密
教
の
大
旨
で
あ
る
大
日
ノ
定
印
に
つ
い
て
の
質
問
に
つ
い
て
の
回
答
に

言
及
。

③
『
別
行
経
抄
下
』

　

＊
五
大
胎
蔵
界
は
五
輪
成
身
の
意
也
。
是
れ
等
は
皆
事
を
面
と
為
し
て
理
を
兼

る
意
也
。
故
に
五
大
院
釋
に
云
ふ
、
両
部
理
を
面
と
為
し
て
兼
ぬ
る
事
、
蘇
悉
地

は
事
を
面
と
為
し
て
理
を
兼
ぬ
と
し
か
じ
か
。　

即
此
の
意
也
。

　

③
五
大
胎
蔵
界
は
五
輪
成
身
（
ご
り
ん
じ
ょ
う
し
ん
：
地
水
火
風
空
の
五
大
＝

五
輪
を
し
て
、
自
身
の
五
所
に
配
し
て
観
想
す
る
こ
と
）
の
意
な
り
。
安
然
の
釋

に
、
両
部
理
を
面
と
為
し
て
兼
ぬ
る
事
。
蘇
悉
地
は
事
を
面
と
為
し
て
理
を
兼
ぬ

と
云
う
。
両
界
を
事
と
理
（
不
二
）
に
配
し
て
い
る
。

④
『
毘
逝　

別
（
上
）』

　

＊
灌
頂
瓶
水
事
（
●
は
梵
字
）

　

顕
教
に
元
品
無
明
（
が
ん
ぽ
ん
の
む
み
ょ
う
：
諸
煩
悩
の
元
始
と
し
て
の
無
明
、

最
も
微
細
な
根
本
と
し
て
の
無
明
。
天
台
で
は
、
等
覚
の
菩
薩
の
最
後
心
で
、
妙

覚
智
に
よ
っ
て
の
み
断
ぜ
ら
れ
る
最
後
の
無
明
）
を
断
つ
事
は
等
覚
智
断
か
。
天

台
宗
大
な
る
大
な
る
大
事
也
。
而
今
支
分
生
真
言
は
●
●
也
。
此
の
普
賢
の
印
明

を
以
て
灌
頂
せ
し
む
こ
と
、
自
ら
顕
教
の
談
に
通
ず
る
か
。
然
も
等
覚
智
を
以
て

こ
れ
を
断
ず
る
也
。
但
し
其
の
智
は
妙
覚
智
下
り
て
加
す
る
也
。

　

金
剛
薩
埵
は
、
大
日
所
変
事
業
成
就
の
身
也
。
是
則
妙
覚
の
中
等
覚
也
。
こ
れ

に
因
り
て
瑜
祇
経
行
法
に
は
大
日
薩
埵
の
身
と
成
り
て
薩
埵
本
尊
身
と
成
る
。
何

尊
の
行
法
に
も
深
く
行
ず
る
阿
闍
梨
は
此
の
仏
眼
大
成
就
品
次
第
を
用
い
る
べ
き

の
由
、
師
師
口
伝
也
と
し
か
じ
か

　

次
に
八
印
を
用
い
る
事
、
ま
た
五
大
院
和
尚
の
意
也
。
胎
蔵
に
は
秘
密
に
し
て

こ
れ
を
顕
ら
か
に
せ
ず
。

　

金
界
に
は
灌
頂
と
曼
荼
羅
と
を
分
明
に
説
き
顕
ら
か
に
せ
り
。
仍
金
界
に
准よ

っ

て
此
の
説
を
用
ゆ
。
何
ぞ
況
ん
や
祖
師
此
の
説
を
常
に
用
い
給
ふ
と
し
か
じ
か

　

凡
そ
真
言
教
の
習
は
常
に
重
點
を
用
ゆ
。
重
く
こ
れ
を
用
い
む
。
全
く
教
意
に

背
く
べ
か
ら
ざ
る
か
。
何
ぞ
況
ん
や
支
分
生
一
印
を
用
い
る
時
は
、
本
尊
灌
頂
作

法
も
こ
れ
無
し
。
只
だ
大
日
の
等
覚
智
の
瓶
水
を
弟
子
頂
上
に
灌
ぎ
て
即
座
に
元

品
無
明
を
除
断
せ
り
。
大
覚
朗
然
の
位
を
証
得
せ
し
む
る
也
。
こ
れ
を
以
て
灌
頂

の
本
意
を
為
す
。
其
の
上
ま
た
四
智
四
行
無
所
不
至
等
の
功
徳
を
重
ね
て
灌
ぎ
顕

さ
む
。
専
ら
次
第
も
其
の
理
に
相
叶
う
。
然
る
べ
き
か
。

　

次
に
ま
た
両
説
出
来
す
る
こ
と
は
共
に
こ
れ
を
棄
て
ず
。
皆
用
ゆ
べ
き
事
に
浅

略
深
秘
等
の
議
出
来
せ
し
む
る
也
。
而
し
て
我
宗
の
至
極
大
事
、
灌
頂
の
大
法
に

過
ぎ
る
こ
と
無
し
。
此
の
事
に
至
り
、
二
説
思
議
難
き
也
。

　

凡
そ
一
渧
水
を
頂
上
に
灌
ぐ
を
、
密
教
至
極
の
灌
頂
と
称
し
て
、
秘
教
の
本
懐
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こ
れ
に
在
り
と
し
か
じ
か　

浅
智
人
其
の
意
を
得
ず
。
ま
た
信
ぜ
ざ
る
也
。
悲
し

き
哉
悲
し
き
哉
。
知
る
べ
し
。
出
過
語
言
道
之
●
水
を
以
て
、
我
覚
本
不
生
之
●

の
灰
に
灌
ぐ
。
諸
過
解
脱
之
火
を
得
る
こ
と
、
因
果
之
風
を
遠
離
す
る
こ
と
、
仏

牙
を
虚
空
に
萌
す
こ
と
、
究
竟
之
仏
果
を
証
と
い
ふ
こ
と
、
是
當
教
の
至
極
也
。

疑
網
を
致
す
勿
れ
。
浅
智
仰
ぎ
て
こ
れ
を
信
ず
べ
し
。
深
智
習
ひ
て
こ
れ
を
悟
る

べ
し
。
重
ね
て
こ
れ
を
論
ず
る
に
、
●
字
ノ
方
壇
ハ
大
地
也
。

　

真
俗
二
諦
、
正
し
き
二
報
に
依
っ
て
浄
土
穢
土
、
界
内
界
外
、
併
せ
て
此
●
字

よ
り
出
生
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。 
此
●
字
之
中
に
●
●
●
●
之
四
字
有
り
。
此
●

智
火
●
字
之
中
よ
り
出
で
て
還
て
●
字
を
焼
く
。
以
字
焼
字
と
云
ふ
は
是
也
。 

俗
諦
は
有
漏
之
迷
状
の
萬
法
を
悉
く
焼
尽
し
訖
れ
ば
、
●
字
同
體
出
世
無
漏
の
灰

に
成
訖
り
ぬ
。
此
灰
上
に
●
字
智
水
を
以
て
こ
れ
を
灌
ぐ
。
解
脱
之
風
、
空
界
を

扇
ぐ
の
時
、
究
竟
成
佛
の
種
子
忽
ち
に
以
っ
て
生
長
せ
し
む
る
也
。

　

ま
た
今
教
に
は
瑜
祇
経
と
別
行
経
を
以
て
至
極
と
為す

る
也
。
瑜
祇
経
は
両
部
肝

心
也
。
毘
盧
遮
那
別
行

　

経
は
蘇
悉
地
肝
心
也
。
両
部
肝
心
と
い
ふ
は
瑜
祇
経
の
仏
眼
大
成
就
品
に
成
身

の
行
法
を
説
け
り
。
行
位
薩
埵
仏
眼
八
字
を
用
い
る
。
此
の
四
ケ
印
明
を
以
て
七

分
行
法
を
存
す
。
其
の
功
能
広
く
こ
れ
を
勘
見
す
べ
し
。
胎
蔵
の
八
字
明
に
●
字

を
加
ふ
。
師
資
口
伝
秘
に
、
何
事
か
こ
れ
に
如
か
ん
や
。
但
し
対
記
に
分
明
也
。

大
日
変
じ
て
薩
埵
身
を
作
り
、
薩
埵
ま
た
変
じ
て
佛
眼
部
母
身
と
成
仏
す
。
此
の

仏
眼
部
母
は
則
是
胎
蔵
界
大
日
の
身
也
。
薩
埵
は
両
部
を
経
歴
し
、
事
業
身
と
成

る
也
と
し
か
じ
か　

此
の
仏
眼
部
母
身
よ
り
十
凝
誐
沙
倶
胝
仏
と
出
生
す
る
と
し

か
じ
か

　

師
説
云
、
此
の
出
生
す
る
仏
は
釈
迦
金
輪
也
と
し
か
じ
か　

凡
そ
此
の
行
法
次

第
を
を
学
び
て
真
言
教
の
教
相
生
義
を
吉
吉
と
心
得
知
る
べ
き
也
。
胎
蔵
は
理
曼

荼
羅
と
し
か
じ
か　

此
の
理
は
中
台
の
大
日
●
字
の
本
源
也
。
凡
そ
一
切
萬
物
、

是
よ
り
出
生
せ
ざ
る
こ
と
無
く
、
出
生
の
義
を
以
て
胎
蔵
と
名
づ
く
。
即
名
詮
か

に
自
性
と
い
ふ
は
か
く
の
如
き
名
也
。
此
の
胎
蔵
の
●
字
の
大
日
、
金
界
の
●
字

の
大
日
を
出
生
せ
し
む
。
是
従
本
地
垂
迹
の
源
也
。
此
の
金
大
日
先
に
事
業
身
と

現
る
。
ま
た
還
り
て
部
母
身
と
成
る
。
此
の
仏
眼
は
胎
蔵
大
日
也
。
教
時
義 

云
。

胎
大
日
ま
た
仏
眼
と
名
づ
く
と
し
か
じ
か　

已
に
其
の
義
分
明
也
。
此
の
部
母
身

よ
り
諸
仏
出
生
せ
り
。
是
は
釈
迦
金
輪
也
と
し
か
じ
か　

釈
迦
如
来
ま
た
金
輪
と

名
づ
く
也

　

④
灌
頂
受
戒
の
儀
式
に
つ
い
て
の
説
明
の
中
で
、
安
然
は
「
胎
蔵
界
は
秘
密
に

し
て
外
に
は
顕
れ
な
い
が
、
金
剛
界
は
灌
頂
と
曼
陀
羅
を
は
っ
き
り
と
説
き
明
ら

か
に
す
る
」
と
い
う
。
ま
た
安
然
の
『
教
時
義
（
真
言
宗
教
時
義
問
答
）』
に
拠

れ
ば
「
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
を
ま
た
仏
眼
と
名
づ
く
」
と
し
て
い
る
。

⑤
『
毘
逝　

別
（
下
）』

　

＊
胎
蔵
金
剛
蘇
悉
地
灌
頂
護
摩
等
一
切
行
、
こ
れ
を
以
て
准
知
す
べ
き
と
し
か

じ
か　

略
抄

　

⑤
「
普
賢
延
命
入
三
摩
地
（
さ
ん
ま
じ
：
悟
り
の
境
地
）
事
」
に
つ
い
て
は
、

安
然
の
「
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
」
に
拠
る
と
す
る
。
こ
れ
は
「
大
正
新
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修
大
蔵
経
（
七
五
巻
）」
所
収
の
同
書
巻
四
で
確
認
で
き
、
金
剛
界
大
日
如
来
に

対
す
る
五
相
成
身
を
完
成
さ
せ
て
「
即
身
成
仏
」
を
達
成
す
る
と
い
う
。

⑥
『
法
華　

別
帖
』

　

＊
今
一
字
金
輪
と
云
ふ
尊
は
、
大
日
釈
迦
を
合
成
せ
し
む
尊
也
。
是
則
金
剛
界

大
日
也
。

　

仏
眼
と
云
ふ
は
則
胎
蔵
大
日
也
（
教
時
義
云
、
ま
た
仏
眼
と
名
づ
く
）。
此
の

合
身
を
成
就
せ
し
む
は
女
身
也
。
世
諦
の
陰
陽
也
。
世
界
の
天
地
な
り
。
此
の
女

身
は
何
所
よ
り
出
生
す
る
や
。
虚
空
よ
り
出
生
す
。
仍
虚
空
眼
と
云
ふ
、
●
字
を

以
て
種
子
と
為
す
（
或
は
●
或
は
●
）
委
論
は
こ
れ
言
語
及
び
難
し
。

　

⑥
④
と
同
じ
く
、「
仏
眼
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
で
あ
る
」
と
い
う
。

⑦
『
四
帖
秘
決
』

　

＊
四
・
八
二
「
三
種
意
生
身
事
（
私
云
。
桂
林
房
阿
闍
梨
瑜
等
指
示
也
）」

　

＊
仰
せ
て
云
く
、
件
印
昨
今
祖
師
抄
物
を
披
見
す
る
に
、
書
付
ら
れ
た
る
は
、

教
時
義
に
元
暁
楞
伽
疏
に
引
て
云
く
、
法
身
に
二
つ
有
り
、
一
に
は
自
性
法
身
、

本
有
の
法
性
也
。
二
は
意
成
法
身
、
正
覚
成
る
時
、
一
切
法
を
以
て
自
身
と
為
す

也
と
し
か
じ
か　

こ
れ
を
以
て
こ
れ
を
思
ふ
。
五
輪
成
身
の
意
成
身
此
の
意
に
依

る
べ
き
か

　

真
言
宗
三
種
生
身
極
大
事
な
り
と
先
師
示
す
所
也
。
仍
顕
教
失
す
る
か
（
已
上

彼
の
抄
物
文
也
）

　

此
の
文
を
見
て
こ
れ
を
案
ず
る
に
、
秘
教
の
意
は
、
三
種
意
生
身
と
い
ふ
は
、

三
身
の
成
身
也
と
心
得
う
べ
き
か
。
所
謂
法
身
の
成
身
、
胎
の
五
輪
成
身
也

　

五
輪
成
身
を
以
て
意
生
身
と
云
事
、
入
秘
密
曼
荼
羅
品
の
義
釋
に
見
た
り
。
虚

心
記
こ
れ
を
引
く

　

報
身
の
成
身
、
金
の
五
相
成
身
也

　

報
仏
成
道
を
以
て
本
故
と
為
す
也
。
仍
一
往
義
相
叶
う
か

　

応
身
の
成
身
、
所
謂
各
各
別
尊
一
部
の
成
身
也
。
顕
教
の
意
は
無
漏
界
に
生
ず

る
の
時
、
三
諦
の
理
観
に
依
り
て
、
其
の
三
種
を
生
ず
る
也
。
こ
れ
を
指
し
て
三

の
意
生
身
と
為
す
。
是
教
義
に
通
ず
る
也

　

真
言
教
の
意
は
、
界
内
の
身
上
に
依
り
て
三
仏
即
身
の
成
仏
の
観
諸
教
に
闕
す

る
所
か
。
仰
趣
知
略
か
く
の
如
き
の
み

　

私
云
、
教
時
文
広
く
こ
れ
を
見
る
べ
し

　

⑦
「
三
種
意
生
身
（
し
ょ
う
じ
ん
：
諸
仏
菩
薩
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
、
通
力

に
よ
っ
て
仮
に
現
す
肉
身
）
事
」
に
つ
い
て
、
安
然
の
『
教
時
義
（
真
言
宗
教
時

義
問
答
）』
に
拠
る
と
し
て
、「
法
身
（
胎
蔵
の
五
輪
成
身
）・
報
身
（
金
剛
の
五

相
成
身
）・
応
身
（
各
別
尊
一
部
の
成
身
）」
の
三
種
を
同
書
巻
一
で
論
じ
て
い
る
。

　

以
上
、
五
大
院
安
然
（『
教
時
義
』『
略
抄
』
を
含
む
）
に
関
わ
る
主
要
記
事
を

拾
っ
て
み
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
に
、
雙
林
寺
僧
正
（
全
玄
）（『
四
帖
秘
決
』

一
・
七
七
、二
・
三
九
、二
・
六
六
）・
聖
昭
（
同
二
・
八
、四
・
八
六
）・
観
性
法
橋
（
同

二
・
八
、二
・
二
四
、四
・
一
）
な
ど
叡
山
の
伝
燈
の
灌
頂
相
承
に
関
わ
る
人
物
の
名
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前
も
見
え
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　
　
　

四　

慈
円
に
お
け
る
受
法
と
『
法
華　

別
帖
』

　

さ
て
五
相
成
身
・
以
字
焼
字
と
も
に
金
剛
界
胎
蔵
界
之
大
日
如
来
の
こ
と
な
の

で
、
こ
の
あ
た
り
で
慈
円
の
密
教
伝
受
の
軌
跡
を
整
理
し
て
み
た
い
。

　

①
養
和
二
年1182

二
月
八
日
戌
刻
於
白
河
房
甘
露
王
院
西
妻
随
中
道
房
阿
闍

梨
（
晴
暹
）
許
可
了

　
　
　

両
部
並
蘇
悉
地
初
行
了
、
其
歳
二
十
八
、
凡
自
十
六
歳
受
法
、
其
年
両
界

諸
會
行
法
等
諳
誦
修
行
于
今　

不
廃
忘
、
於
十
七
護
摩
初
行
了
、
其
歳
三
部

経
陀
羅
尼
集
経
等
各
伝
受
了

　
　
　
（『
観
性
法
橋
日
記
云
』、『
門
葉
記
』（
巻
一
二
一
）
所
収
。
慈
圓
全
集
で

は
『
受
法
之
間
雑
日
記
（
受　

法
日
記
）』
末
尾
に
付
載
）

　
「
観
性
法
橋
日
記
云（

9
）」

と
い
う
資
料
は
、
胎
金
両
部
及
び
蘇
悉
地
に
つ
き
許
可

灌
頂
を
受
け
た
と
い
う
記
事
。
慈
円
の
師
覚
快
法
親
王
は
病
に
よ
り
道
快
へ
の
灌

頂
を
中
道
房
晴
暹
（
せ
い
せ
ん
）
に
委
ね
、
親
王
入
滅
の
翌
年
養
和
二
年

1182

二
月
八
日
、
許
可
灌
頂
を
受
け
る
。

　

②
寿
永
元
年1182

壬
寅
十
一
月
廿
三
日
庚
寅
随
桂
林
房
僧
正
（
全
玄
）
伝
受

許
可
事

　
　
　

同
十
二
月
六
日
壬
寅
傳
両
壇
灌
頂　

私
云
和
尚
今
年
御
年
廿
八
于
時
法
印

　
　
　
（『
受
法
之
間
雑
日
記
』、『
門
葉
記
』（
巻
一
二
一
）
所
収
。
慈
圓
全
集
で

は
「
受
法
日
記
」）

　
「
受
法
之
間
雑
日
記
（
ざ
つ
に
っ
き（
10
））」

と
い
う
資
料
は
、
多
分
に
変
則
的
な

灌
頂
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
兄
兼
実
は
桂
林
院
僧
正
全
玄
が
道
快
の
師
で
は
な

い
と
知
り
な
が
ら
、
道
快
灌
頂
の
相
談
を
進
め
、
覚
快
入
滅
後
の
翌
年
の
寿
永
元

年
（
五
月
改
元
）1182

十
一
月
廿
三
日
に
重
ね
て
許
可
灌
頂
を
受
け
る
。

　

③
自
嘉
応
二
年1170

三
月
廿
二
日
始
之

　
　
　

密
教
経
典
・
儀
軌
・
立
印
（
一
覧
、
寿
永
元
年
ま
で
に
二
百
十
五
種
の
伝

受
）

　
　
　
（『
傳
受
日
記
』、『
門
葉
記
』（
巻
一
〇
六
）
所
収
）

　
　

＊
養
和
二
年1183

二
月
八
日
三
部
許
可
奉
受
了

　
　
　

養
和
二
年
二
月
廿
三
日
布
字
八
印
四
玄
印
等
奉
受
了　
　

　
　
　

寿
永
元
年
壬
寅
十
一
月
廿
三
日
庚
寅
許
可

　
　
　
　

同
十
二
月
壬
寅
両
部
灌
頂

　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
随
桂
林
房
僧
正
（
全
玄
）
奉
受
了
、
彼
師
伝
受
面
受
等

　
　
　

大
日
経
第
一
巻　

同
十
八
日
奉
受
了

　
　
　
　

同
第
二
三
巻　

同
十
九
日
奉
受
了

　
　
　
　

同
第
五
六
巻　

同
廿
日
奉
受
了

　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
大
日
経
以
池
上
阿
闍
梨
（
皇
慶
）
御
本
奉
受
了
、
花
軸

也
、
此
門
流
例
也
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「
傳
受
日
記（
11
）」

と
い
う
資
料
に
拠
る
と
、
嘉
応
二
年1170

三
月
廿
二
日
か
ら

始
め
ら
れ
た
密
教
経
典
の
儀
軌
（
ぎ
き
：
作
法
・
規
則
）
や
立
印
（
り
ゅ
う
い
ん
：

初
心
の
真
言
行
者
に
念
誦
次
第
を
伝
受
す
る
段
階
）
の
一
覧
が
記
さ
れ
、
寿
永
元

年
ま
で
に
二
百
十
五
種
の
伝
受
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
三
部
経
の
秘
所
を

池
上
（
皇
慶
）
御
本
を
以
て
奉
受
し
た
と
か
、
桂
林
院
僧
正
（
全
玄
）
に
随
っ
て

両
部
灌
頂
を
伝
受
許
可
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、「
華
頂
要
略
門
主
伝
」

に
は
こ
の
全
玄
に
拠
る
灌
頂
伝
受
と
い
う
記
事
し
か
無
い
。

　

以
上
、慈
円
の
密
教
に
関
す
る
記
事
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、止
観
（
顕
教
）・

遮
那(

真
言
）
の
兼
習
を
教
学
の
課
程
と
す
る
叡
山
の
伝
燈
か
ら
す
れ
ば
、
慈
円

に
お
け
る
法
華
経
研
究
も
疎
か
で
あ
ろ
筈
も
な
い
。
多
賀
宗
隼
に
拠
れ
ば
、
慈
圓

の
法
華
研
究
の
立
場
は
「
凡
真
言
教
教
相
至
極
愚
案
之
所
及
、
記
此
雙
紙
也
、
雖

法
花
一
法
義
理
為
秘
教
三
部
開
悟
得
此
心
可
見
之
」「
凡
如
此
議
皆
是
先
師
口
決

也
、
三
昧
深
秘
口
決
等
皆
所
見
也
」
な
ど
を
併
せ
み
れ
ば
、
そ
の
法
華
研
究
が
真

言
密
教
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
い
う（
12
）。

　

そ
こ
で
『
法
華　

別
帖
』
と
い
う
慈
円
の
法
華
研
究
に
関
す
る
著
述
に
沿
っ
て

見
る
こ
と
に
し
た
い
。『
法
華
　
別
帖
』
は
續
天
台
宗
全
書
（
密
教
３
）
に
拠
る
。

特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
同
様
。

　

予
二
十
一
歳
春
（
安
元
元
年1175

）。
一
部
八
軸
諳
誦
之
後
。
則
始
法
華

行
法
既
三
十
一
年
。
于
今
未
退
転
一
萬
日
過
了
。
毎
日
誦
経
一
品
。
及
三
十

歳
之
比
。
於
一
部
通
利
者
頗
廃
亡
。
然
而
今
年
（
元
久
二
年1205

）
五
十
一

歳
。
慥
経
三
十
一
年
也
。
今
有
此
開
悟
。
非
冥
加
哉
。
可
信
可
信
可
仰
可
仰
。

南
無
釈
迦
牟
尼
如
来
。
又
釈
迦
弥
陀
一
仏
之
開
悟
。
後
得
夢
告
同
所
信
也
耳

　

右
の
文
章
は
、
慈
円
の
法
華
研
究
を
纏
め
て
い
る
よ
う
な
性
格
を
持
つ
。
慈
円

は
二
一
歳
春
か
ら
元
久
二
年
五
一
歳
ま
で
約
三
〇
年
に
亘
っ
て
法
華
経
八
軸
の
諳

誦
・
讀
誦
な
ど
に
努
め
て
い
る
。
毎
日
一
品
ず
つ
誦
経
し
て
三
〇
歳
と
い
い
ま
す

の
で
、
か
な
り
の
研
鑽
ぶ
り
と
言
え
る
。
な
お
慈
円
は
承
安
四
年1174

江
文
寺

に
参
籠
し
て
法
花
練
行
（
百
日
）
し
た
の
が
二
〇
歳
、
翌
々
年
に
は
無
動
寺
に
登

り
千
日
入
堂
を
始
め
て
い
る
。

　

以
下
に
掲
げ
た
記
事
は
『
法
華　

別
帖
』
か
ら
重
要
な
記
事
を
抜
粋
し
た
も
の

で
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
書
に
拠
る
。

①
三
昧
阿
闍
梨
（
良
祐
）
云
く
、
法
華
を
読
み
奉
る
の
時
、
先
ず
三
業
を
浄
め
、

次
に
禮
仏
真
言
、
次
に
偈
を
勧
請
（
随
喜
を
闕
く
、
こ
れ
を
入
る
べ
し
）

②
或
は
壊
二
乗
心
真
言
を
以
て
補
闕
に
用
い
る
べ
き
か
。
已
上
の
記
甚
だ
以
て
殊

勝
、
甚
だ
深
く
甚
だ
深
く
、
摩
訶
甚
深

　

文
治
第
二
歳
秋
此
の
記
を
付
け
て
妙
経
を
読
み
奉
る
。
九
月
中
旬
、
偈
頌
真
言

等
こ
れ
を
書
出
す
。
外
見
に
及
ぶ
勿
れ
、
努
力
努
力

③
凡
そ
真
言
教
の
教
相
の
至
極
は
、
愚
案
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
此
の
雙
紙
に
記
す
也
。

法
花
一
法
と
雖
も
、
義
理
秘
教
三
部
の
開
悟
の
為
に
、
此
の
心
こ
れ
見
る
べ
し
。
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④
已
上
の
次
第
、
御
社
（
山
王
七
社
）
に
於
て
法
花
法
を
修
す
る
の
時
、
此
の
次

第
を
用
い
ん
と
欲
し
こ
れ
を
私
に
書
く
。
未
曾
有
の
書
也
。

⑤
今
一
字
金
輪
と
云
ふ
尊
は
、
大
日
釈
迦
を
合
成
せ
し
む
尊
也
。
是
則
金
剛
界
大

日
也
。

　

仏
眼
と
云
ふ
は
則
胎
蔵
大
日
也
（
教
時
義
云
、
ま
た
仏
眼
と
名
づ
く
）　

此
の

合
身
を
成
就
せ
し
む
は
女
身
也
。
世
諦
の
陰
陽
也
。

⑥
＊
長
日
勤
行
事

　
　
　

右
受
南
岳
餘
流
朝
修
法
花
三
昧
為
讀
誦
一
乗
妙
典
也
、
為
慈
覚
末
弟
子
夕

勤
西
方
懺
法
、
為
唱
彌
陀
名
號
也
（『
大
懺
法
院
條
々
起
請
事
』）

　

凡
そ
か
く
の
如
き
議
皆
先
師
（
良
祐
）
口
決
也
。
三
昧
深
秘
口
決
等
皆
見
る
所

也
。

　

＊
長
日
勤
行
事

　
　
　

右
南
岳
余
流
朝
法
花
三
昧
を
修
し
一
乗
妙
典
を
讀
誦
す
る
也
。
慈
覚
末
弟

子
と
し
て
夕
に
西
方
懺
法
を
勤
め
、
弥
陀
名
号
を
唱
う
こ
と
を
為
す
也
。

⑦
懺
法
院
を
建
立
の
後
に
、
毎
年
勤
と
為
し
て
如
法
七
ヶ
日
夜
法
花
法
を
修
せ
し

め
ん
と
欲
す
。
仍
元
久
二
年
十
二
月
八
日
之
を
始
め
了
り
ぬ
。
件
の
法
上
中
下
の

番
三
十
人
之
中
、
密
宗
之
人
高
位
之
輩
、
替
替
て
大
壇
護
摩
壇
等
を
修
め
、
顕
宗

人
不
断
経
（
毎
日
間
断
な
読
む
経
）
衆
と
為
す
。
予
開
白
す
。
此
の
時
此
の
法
を

深
く
思
惟
す
る
の
間
、
日
来
安
立
之
上
、
行
法
護
摩
等
行
用
大
略
開
悟
了
り
ぬ
。

凡
そ
大
略
四
種
之
釋
の
中
、
浅
略
深
秘
に
於
い
て
は
、
常
に
知
る
所
之
分
際
皆
浅

深
有
る
也
。
今
稟
承
（
伝
統
的
な
方
法
）
の
上
に
私
案
を
加
え
深
く
勤
行
（
ご
ん

ぎ
ょ
う
）す
。
右
記
す
所
は
秘
中
深
秘
也
。
其
の
旨
右
の
如
く
相
違
す
べ
か
ら
ず
。

今
ま
た
開
悟
に
依
っ
て
左
に
記
す
所
は
秘
中
深
秘
也
。
恐
れ
と
為
す
、
恐
れ
と
為

す
。

⑧
問
。
此
観
曼
荼
羅
を
以
て
入
三
摩
地
と
す
る
。
常
の
行
法
の
義
に
は
似
ざ
る
か

如
何

　

答
。
凡
そ
三
摩
地
に
入
る
と
い
ふ
は
、
本
尊
行
者
同
體
の
観
也
。
胎
蔵
五
輪
成

身
満
足
句
を
念
ず
。
金
界
五
相
成
身
観
身
を
本
尊
と
為
す
。
是
皆
三
摩
地
に
入
る

也
。
此
の
成
身
皆
道
場
観
以
前
に
三
摩
地
に
入
ら
し
む
也
。
両
部
の
軌
の
心
、
胎

に
は
四
所
輪
布
字
百
光
王
等
後
に
ま
た
こ
れ
在
り
。
金
に
は
五
相
成
身
の
外
ま
た

別
に
三
摩
地
無
し
と
也
。
胎
は
一
往
は
先
ず
修
因
向
果
行
法
也
。
仍
五
輪
成
身
は
、

先
ず
性
得
の
本
有
の
理
性
を
観
了
後
に
、
修
得
の
布
字
の
観
こ
れ
在
り
。
但
し
此

の
胎
に
も
従
本
垂
迹
の
義
有
り
。
此
の
時
は
四
所
輪
布
字
八
印
等
遍
知
院
の
前
に

こ
れ
を
結
ぶ
也
と
し
か
じ
か

　

金
は
元
よ
り
従
本
垂
迹
の
行
法
也
。
仍
念
誦
前
に
別
入
三
摩
地
無
し
。
別
尊
の

法
の
時
、
種
子
三
形
を
観
じ
て
根
本
印
所
に
別
に
入
三
摩
地
を
用
ゆ
。
是
は
行
者

の
所
観
の
心
得
易
き
為
、
一
途
の
説
を
用
来
也
。

　

＊
凡
そ
真
言
宗
の
曼
荼
羅
の
義
に
略
し
て
二
種
有
り
。
一
に
は
従
本
垂
迹
の
曼
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荼
羅
。
是
は
一
切
諸
仏
の
内
証
外
化
の
三
蜜
也
。
釈
迦
の
一
代
も
ま
た
此
の

中
に
攝
す
。
諸
宗
此
に
就
い
て
種
種
の
行
を
釋
す
。（
安
然
『
教
時
問
答
』）

　

＊
師
（
皇
慶
）
曰
く
、
金
界
は
是
自
性
究
竟
成
道
の
時
の
説
也
。
其
の
曼
荼
羅

は
即
成
道
の
相
也
。
故
に
従
本
垂
迹
曼
荼
羅
と
云
ふ
也
。
胎
界
は
是
成
道
の

後
に
行
者
の
為
に
修
行
の
方
軌
を
説
く
。
故
に
従
因
向
果
の
曼
荼
羅
と
云
ふ

也
。
胎
蔵
金
剛
両
部
の
法
は
是
法
花
経
の
本
迹
二
門
の
意
也
。
胎
蔵
迹
門
は

則
理
界
也
。
金
剛
は
本
門
即
智
界
也
。
理
界
智
界
の
名
は
法
花
の
本
迹
二
門

に
依
っ
て
也
。
故
に
法
花
の
軌
は
即
両
界
の
意
を
兼
ね
る
也
。
是
則
本
迹
二

門
の
意
也（
已
上
師
説
也
）。今
案
ず
る
に
迹
門
の
中
に
は
開
三
顕
一
を
説
く
。

こ
れ
を
聞
く
に
、
三
根
の
声
聞
無
明
の
惑
を
破
り
中
道
の
理
を
顕
す
也
。
故

に
迹
門
の
中
に
は
多
く
理
を
詮
ず
る
也
。
本
門
の
中
に
は
如
来
の
寿
命
海
を

説
く
を
旨
と
為
す
。
即
是
報
身
の
恵
命
也
。
故
に
本
門
は
多
く
智
也
（
ま
た

云
く
、
こ
れ
を
勘
え
る
べ
し
）（
長
宴
『
四
十
帖
決
』）

　

＊
真
言
を
名
と
い
ふ
は
、
真
は
真
諦
を
謂
ふ
、
言
は
属
地
を
謂
ふ
。
即
真
俗
二

諦
也
。
真
は
言
語
道
断
心
行
所
滅
真
如
の
理
を
謂
ふ
也
。
此
の
真
如
理
中
に

は
言
説
に
有
る
べ
か
ら
ず
。今
衆
生
の
為
故
に
真
理
中
よ
り
仮
に
言
説
出
す
。

故
に
真
言
と
云
ふ
。
即
仏
は
真
に
依
っ
て
言
を
出
る
。
衆
生
は
言
に
依
っ
て

真
に
入
る
也
（
同
『
四
十
帖
決
』）

⑨
仍
教
主
釈
尊
滅
を
唱
え
て
利
生
弥
陀
薬
師
等
の
仏
菩
薩
に
譲
る
。
真
実
に
は
其

の
仏
菩
薩
と
云
ふ
は
、一
仏
界
の
分
身
異
名
に
て
而
も
利
生
門
を
ば
説
き
給
ふ
也
。

こ
れ
に
依
っ
て
先
ず
今
の
法
に
付
け
こ
れ
を
案
ず
。
大
日
に
は
金
剛
薩
埵
、
是
普

賢
大
士
、
法
華
體
也

　

阿
弥
陀
（
釈
迦
也
）
に
は
観
世
音
、
是
娑
婆
の
無
畏
て
へ
り
。
ま
た
法
花
の
體

也
　

修
行
門
に
は
薩
埵
を
以
て
本
と
為
す
。
利
生
體
に
は
観
音
を
以
て
體
と
為
す
。

是
則
重
重
の
本
有
の
功
徳
皆
以
て
一
同
也
。
密
か
に
入
り
て
修
行
す
。
小
け
の
縁

に
あ
ら
ず
。
顕
に
付
け
て
開
悟
す
。
眼
前
人
界
の
利
生
也
。
こ
れ
に
依
っ
て
先
ず

日
本
国
聖
徳
太
子
救
世
観
音
也
（
如
意
輪
）。
我
山
に
は
ま
た
慈
惠
大
僧
正
（
観

音
也
）、
六
十
餘
国
一
切
霊
所
観
音
を
以
て
本
尊
と
為
す

　

此
の
悟
り
を
得
て
の
後
、
必
ず
二
乗
成
仏
。

　

＊
三
・
六
六
「
法
花
行
法
事
」

　
　
　

ま
た
法
花
行
法
に
日
来
思
ふ
様
は
、
経
の
惣
の
真
言
と
い
ふ
も
の
の
あ
ら

ま
ほ
し
く
覚
え
て
未
だ
思
得
ざ
り
し
に
、
去
比
案
得
る
旨
あ
り
。
観
音
の
真

言
を
法
花
経
の
真
言
に
は
用
ふ
べ
く
よ
き
也

　
　
　

而
し
て
我
本
尊
な
れ
ば
と
思
ひ
て
不
空
羂
索
を
用
る
也
。
其
れ
に
今
一
重

興
有
る
事
を
隆
聖
僧
都
が
物
語
を
聞
き
て
思
ひ
合
ひ
た
り
。
東
寺
に
二
間
の

観
音
供
と
て
毎
月
に
長
者
の
禁
中
参
り
て
修
す
る
事
あ
ん
な
り
。
是
は
弘
法

大
師
の
始
め
て
修
せ
し
め
給
ふ
た
り
け
り
。
其
れ
を
近
代
の
長
者
等
、
つ
や

つ
や
と
何
の
観
音
と
い
ふ
事
習
傳
せ
ず
し
て
、様
様
に
推
し
て
こ
れ
を
修
す
。

隆
聖
此
の
事
を
傳
え
た
り
。
如
意
輪
也
と
し
か
じ
か　

こ
れ
を
聞
き
て
我
思
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ふ
様
は
如
意
輪
と
い
ふ
輪
を
主
上
の
御
本
尊
と
定
め
ら
る
に
こ
そ
あ
り
け

れ
。
三
壇
の
長
日
御
修
法
に
如
意
輪
其
の
一
也
。
な
ど
か
は
日
来
か
く
の
如

き
は
心
得
け
る
ぞ
。
金
輪
聖
主
の
御
本
尊
の
観
音
に
は
如
意
輪
観
音
也

　
　
　

さ
て
我
は
昔
よ
り
一
天
泰
平
萬
民
安
穏
の
為
に
法
花
法
を
修
す
る
。
國
主

に
奉
る
為
に
は
如
意
輪
真
言
。
執
柄
の
た
め
に
は
不
空
羂
索
の
呪
を
念
誦
し

て
法
花
法
を
ば
修
す
る
也
と
し
か
じ
か

⑩
今
大
日
釈
迦
乃
至
普
賢
観
音
等
の
か
く
の
如
き
の
悟
り
の
智
恵
の
身
と
云
ふ

は
、
文
殊
師
利
菩
薩
是
也
。
こ
れ
に
依
っ
て
在
世
に
も
彌
勒
文
殊
に
問
ふ
て
疑
網

を
除
く
。
文
殊
の
般
若
智
を
以
て
、
三
十
年
の
間
法
花
の
機
を
ば
調
熟
せ
し
む
る

也
。
仍
一
切
如
来
の
覚
母
と
云
ふ
也
。
不
動
尊
は
此
世
尊
の
菩
提
心
の
所
現
也
。

菩
提
心
と
云
ふ
物
は
一
切
衆
生
今
更
発
す
べ
く
に
あ
ら
ず
。
本
有
不
変
の
仏
性
の

心
也
。
而
し
て
諸
魔
諸
障
妨
げ
ら
る
。
輪
廻
六
道
四
生
也
。
此
の
魔
障
を
除
滅
す

れ
ば
、
自
然
に
本
有
菩
提
心
は
顕
得
す
る
也
。
此
の
魔
を
除
滅
す
。
是
不
動
摩
訶

薩
の
體
也
。
大
日
如
来
此
の
體
質
を
現
し
て
本
有
菩
提
心
を
開
発
せ
り

　

①
三
昧
阿
闍
梨
（
良
祐
）
は
青
蓮
院
門
跡
覚
快
法
親
王
の
師
に
あ
た
る
行
玄
の

師
で
あ
り
、
法
華
の
密
教
的
行
法
を
修
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
三
昧
阿
闍
梨
良
祐

の
説
に
拠
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
良
祐
の
名
は
⑥
に
も
見
ら
れ
る
が
、
②
法
華
経

を
讀
誦
す
る
に
あ
た
り
、
法
華
行
法
を
説
い
て
い
る
。
多
賀
宗
隼
は
、
慈
円
の
法

花
研
究
が
真
言
密
教
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
し
て
い
る
が
、
⑥
補
足
と
し
た
「
大

懺
法
院
條
々
起
請
事
」
に
も
、「
南
岳
（
高
野
山
）
余
流
を
受
け
、
法
花
三
昧
を

修
す
る
こ
と
、
一
乗
妙
典
（
法
華
経
）
を
讀
誦
す
る
た
め
也
」
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
承
け
て
、
③
法
華
行
法
は
秘
教
三
部
開
悟
の
た
め
に
あ
る
と
し
、
④

で
は
山
王
七
社
に
於
い
て
法
花
法
を
修
す
る
方
法
次
第
を
述
べ
る
。

　

⑦
に
は
大
懺
法
院
を
建
立
後
に
、
毎
年
の
勤
と
し
て
如
法
七
ケ
日
夜
に
法
花
法

を
修
せ
し
む
と
い
う
。
密
宗
・
顕
宗
そ
れ
ぞ
れ
の
弟
子
に
対
し
て
、
護
摩
を
修
す

る
も
の
、
不
断
経
讀
衆
（
大
般
若
経
・
最
勝
王
経
・
法
華
経
な
ど
）
に
充
て
、
全

部
で
三
十
人
の
僧
を
修
法
に
列
せ
し
め
た
こ
と
。
ま
た
、
四
種
の
釋
と
し
て
、
浅

略
・
深
秘
・
秘
中
深
秘
・
秘
秘
中
深
秘
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
大
懺
法
院
の

法
花
法
は
、
稟
承
の
法
に
私
案
を
加
え
て
、
秘
秘
中
深
秘
の
法
を
行
ず
る
事
に
言

及
し
て
い
る
。

　

⑧
は
入
三
摩
地
に
至
る
両
部
曼
荼
羅
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、真
言
の
「
真
」

は
真
諦
、「
言
」
は
俗
諦
、
つ
ま
り
長
宴
『
四
十
帖
決
』
に
い
う
よ
う
に
、
真
俗

二
諦
で
あ
る
と
す
る
。
真
は
言
語
道
断
・
心
行
所
滅
の
世
界
な
の
で
言
葉
に
表
し

に
く
い
の
で
、
真
言
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
衆
生
は
す
ぐ
真
理
に
繋
が
ら
な

い
の
で
、
言
葉
を
手
掛
か
り
に
仏
の
世
界
に
結
び
つ
こ
う
と
す
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
仏
と
衆
生
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
真
言
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

　

そ
の
胎
金
両
部
曼
荼
羅
を
以
て
入
三
摩
地
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
修
因
向

果
・
従
本
垂
迹
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
説
明
し
た
い
。
つ
ま
り
本
有
の
仏
性
の
上

に
修
得
の
布
字
観
が
あ
る
と
し
、
金
剛
界
の
五
相
成
身
観
と
胎
蔵
界
の
五
輪
成
身

観
の
相
即
に
拠
っ
て
成
仏
す
る
に
至
る
と
説
く
。

　

こ
う
し
た
考
え
は
彼
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
慈
円
以
前
の
言
わ
ば
叡
山
の
伝
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燈
と
言
う
べ
く
、
後
に
掲
げ
た
安
然
『
教
時
問
答
』
や
長
宴
『
四
十
帖
決
』
な
ど

に
も
同
様
の
思
考
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

⑨
は
顕
密
一
致
相
即
を
説
い
た
も
の
で
、
慈
円
は
叡
山
の
徒
と
し
て
法
花
を
尊

重
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
慈
円
の
法
花
法
は
如
意
輪
観
音
を
本
尊

と
し
て
、そ
の
真
言
を
以
て
そ
の
方
法
と
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
に
引
い
た「
法

花
行
法
事
」（『
四
帖
秘
決
』）
に
あ
る
よ
う
に
、
国
王
の
た
め
に
は
如
意
輪
観
音
、

執
柄
で
あ
る
摂
関
家
の
た
め
に
は
不
空
羂
索
観
音
を
本
尊
と
す
る
も
の
で
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　
　
　

結
び
に
代
え
て

　

以
上
、
慈
円
の
思
想
内
容
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
叡
山
の
伝
燈
に
則
っ

て
「
止
観
・
遮
那
（
顕
教
・
密
教
）」
兼
習
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
五
大

院
安
然
の
説
を
濃
厚
に
継
承
し
て
い
る
様
子
が
看
取
で
き
る
。
な
か
な
か
真
言
密

教
や
台
密
関
係
の
書
は
難
解
で
あ
っ
た
が
、
本
百
首
に
関
し
て
考
え
る
と
、「
略

秘
贈
答
和
謌
百
首
」
と
し
て
秘
中
深
秘
の
計
画
を
立
て
た
。
そ
れ
が
「
日
吉
七
社
」

に
献
ず
る
に
あ
た
り
、
法
花
法
な
ど
を
中
心
の
企
画
に
変
更
し
て
い
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

次
の
一
首
は
そ
の
当
初
の
「
略
秘
贈
答
和
謌
百
首
」
の
名
残
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
　

行を
こ
なふ
に
真
の
言
を
な
ら
は
ず
は
心
に
月
の
宿や
ど

ら
ざ
ら
ま
し
（
略
秘
贈
答
和
謌

百
首
三
五
九
九
）

〈
注
〉

（
1
）
拙
稿
「
慈
円
の
『
二
諦
一
如
』
に
つ
い
て
の
考
察
」（
和
歌
文
学
会
六
月
例
会
：
日

本
女
子
大
学
）
口
頭
発
表
。
な
お
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
の
講
義
「Jien's 

Poetry and Tendai D
ogm

atics

」
に
基
づ
き
、「『
拾
玉
集
』
所
収
百
首
歌
の
序
・
跋
に

見
る
『
歌
論
』
考
」・「
慈
円
『
厭
離
欣
求
百
首
』
検
証
」
と
三
部
作
と
な
す
。

（
2
）
拙
稿
「
慈
円
『
建
暦
三
年
日
吉
百
首
』
考
」（
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
２
号
・
昭

60
）
↓
『
慈
円
和
歌
論
考
』
笠
間
書
院
・
平
10
）。
な
お
、
そ
の
両
百
首
の
中
間
に
書

陵
部
蔵
『
慈
円
百
首
』（150

・363

）
と
い
う
個
的
伝
本
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
に
も

言
及
し
て
い
る
。

（
3
）
三
千
院
圓
融
蔵
「
秘
相
承
集
」
は
『
續
天
台
宗
全
書
（
密
教
３
）』
に
拠
る
が
、
特

に
は
書
写
奥
書
は
見
え
な
い
。
多
賀
宗
隼
「
慈
円
著
『
毘
盧
遮
那
別
行
経
私
記
』
に

つ
い
て
」（
日
本
学
士
院
紀
要
19
巻
1
号
）
参
照
。

（
4
）
吉
水
蔵
「
毘
逝　

別
」
は
『
續
天
台
宗
全
書
（
密
教
３
）』
に
拠
る
。
巻
上
末
尾
に
「
承

元
三
年
己
巳
六
月
。
於
西
山
草
庵
。
書
之
了
」
と
い
う
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
表
紙
に
「
極
ゝ
深
ゝ
秘
ゝ
秘
ゝ
」
と
見
え
る
。

（
5
）
吉
水
蔵
「
法
華
別
帖
」
は
『
續
天
台
宗
全
書
（
密
教
３
）』
に
拠
る
。
長
き
に
わ
た
っ

て
書
き
継
が
れ
た
も
の
。
表
紙
に
「
秘
秘
中
深
秘
也
。
穴
賢
穴
賢
不
可
見
」
と
記
さ

れ
る
。

（
6
）
青
蓮
院
蔵
「
四
帖
秘
決
」
は
『
續
天
台
宗
全
書
（
密
教
３
）』
に
拠
る
。
巻
頭
に
「
鎮

和
尚
御
口
伝　

慈
賢
筆　

篇
目
道
覚
親
王
真
蹟
也
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

（
7
）
叡
山
南
渓
蔵
「
自
行
私
記
」
は
「
八
深
秘
」
と
も
い
い
、
多
賀
宗
隼
「
法
橋
観
性
に

つ
い
て　

ー
と
く
に
慈
円
と
の
関
係
」（
歴
史
地
理
90
巻
1
・
昭
36
↓
『
慈
圓
の
研
究
』）

参
照
。

　
　
　

文
治
六
年
十
一
月
日
、
為
成
仏
欲
修
此
行
法
、
仍
為
暗
（
諳
カ
）
誦
書
之
、
努
々

穴
賢
、
非
機
人
借
謬
莫
令
見
知
之
、
南
无
金
剛
薩
埵
、
返
々
守
護
給
、
此
行
法
大
日
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経
不
説
之
、
瑜
祇
経
仏
眼
品
雖
説
之
、
猶
於
委
細
秘
而
不
明
之
、
只
師
資
口
伝
也
、

哀
哉
々
々
、
慈
覚
大
師
十
三
代
師
資
口
伝
、
大
日
如
来
三
密
修
行
、
成
仏
之
期
在
近
、

可
思
之
、
私
云
、
自
大
成
就
品
出
修
行
此
法
之
時
、
仏
眼
種
智
真
空
冥
寂
如
来
如
実

知
見
三
界
之
相
、
無
有
生
死
之
故
也
、
即
身
成
仏
一
生
妙
覚
之
真
因
、
只
可
在
此
行
法
、

深
可
信
仰
、
終
焉
之
時
、
敢
不
可
廃
之　

金
剛
仏
子
慈
ー

　
　
　

但
し
、
著
書
に
は
右
の
跋
文
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
叡
山
南
渓
蔵
本
は

曼
殊
院
本
に
拠
っ
て
「
文
治
六
年
二
月
」
と
修
正
す
べ
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
吉
水
蔵
「
本
尊
縁
起
」
は
、
末
尾
に
「
小
僧
出
家
受
戒
之
後
、・
・
及
七
旬
」「
太
上

天
皇
自
十
一
歳
御
元
服
之
時
、
今
令
四
十
宝
算
給
也
」
と
あ
り
、
起
草
者
は
慈
円
、

承
久
元
年
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
9
）「
観
性
法
橋
日
記
」
は
『
續
天
台
宗
全
書
（
密
教
３
）』『
門
葉
記
』（
巻
一
二
一 

）
所

収
。『
慈
圓
全
集
』
付
載
資
料
で
は
、「
受
法
之
間
雑
日
記
」
末
尾
に
付
載
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）『
門
葉
記
』（
巻
一
二
一 

）
所
収
。
多
賀
宗
隼
『
慈
圓
全
集
』
付
載
資
料
に
は
「
受
法

日
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）『
門
葉
記
』（
巻
一
〇
六 

）
所
収
。
多
賀
宗
隼
『
慈
圓
全
集
』
付
載
資
料
に
は
「
傳
受

日
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
多
賀
宗
隼
『
慈
圓
の
研
究
』
第
二
部
第
四
章
「
修
行
と
信
仰
形
成
」
参
照
。

　

※
使
用
し
た
資
料
は
次
の
通
り
。

慈
円
の
著
述
『
秘
経
抄
』『
秘
相
承
集
』『
別
行
経
抄
』『
毘
逝　

別
』『
法
華　

別
帖
』『
四

帖
秘
決
』
は
「
續
天
台
宗
全
書
（
密
教
３
）」
に
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
多
賀
宗

隼
『
慈
圓
全
集
』『
慈
圓
の
研
究
』
所
載
の
資
料
な
ど
に
拠
る
。

安
然
『
教
時
諍
』『
教
時
諍
論
』『
真
言
宗
教
時
義
問
答
（
教
時
義
・
教
時
問
答
）』
は
「
大

正
新
修
大
蔵
経
（
七
五
巻
）」「
天
台
宗
叢
書
」、

同
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』
は
「
大
正
新
修
大
蔵
経
（
七
五
巻
）」、

同
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
祇
経
修
行
法
』
は
「
天
台
宗
叢
書
」、

長
宴
『
四
十
帖
決
』
は
「
大
正
新
修
大
蔵
経
（
七
五
巻
）」、

そ
の
他
の
仏
教
書
は
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
に
拠
る
。

「
付
記
」
本
稿
は
平
成
三
十
年
度
仏
教
文
学
会
大
会
で
「
慈
円
の
『
二
諦
一
如
』

に
つ
い
て
の
追
考
」
と
い
う
題
で
講
演
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
で
重
要
な
御

指
摘
を
戴
い
た
先
学
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Summary

Consideration of Jien's Ryakuhi-Zoutou-Hyakushu

Hajime ISHIKAWA
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